
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を

利
用
す
る
場
合
は
、
｢
申
告
･

割
り
振
り
簿
｣
な
ど
に
よ
り
、

所
属
長
が
｢
公
務
の
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
と
認
め
た
場

合
｣
、
「
単
位
期
間
｣
が
始
ま

る
２
週
間
前
ま
で
｣
に
総
務
課

担
当
者
に
提
出
、
そ
の
後
、

事
務
所
長
が
勤
務
時
間
を
割

り
ふ
り
、
「
単
位
期
間
が
始

ま
る
１
週
間
前
ま
で
｣
に
本
人

に
通
知
す
る
こ
と
が
、
基
本

的
な
流
れ
に
な
り
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
は
、
育

児
や
介
護
を
抱
え
る
職
員
な

ど
に
つ
い
て
は
有
効
で
有
り

賛
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
職
員
へ
の
強

制
と
な
る
と
、
国
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
の
は
明
ら

か
で
あ
り
、
管
理
職
員
の
労

働
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
勤
務
時
間
の
把

握
が
大
変
で
す
。
タ
イ
ム
カ

ー
ド
で
も
在
庁
時
間
イ
コ
ー

ル
勤
務
時
間
と
し
て
い
な
い

現
在
の
し
く
み
や
、
超
過
勤

務
が
命
令
要
件
と
さ
せ
て
い

る
公
務
の
取
扱
い
で
は
、
実

際
の
勤
務
時
間
の
把
握
が
不

可
能
で
す
。

ま
た
、
｢
公
務

の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い

か
ど
う
か
の
判
断
や
、
勤
務

時
間
の
実
際
の
割
り
振
り
な

ど
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。事

務
職
員
の
併
任
が
多
い

中
で
は
、
超
勤
整
理
や
給
与

支
払
い
事
務
は
困
難
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
｢
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
｣
の
流
れ
は
、
民

間
の
職
場
で
の
、
「
残
業
手

当
て
ゼ
ロ
」
「
労
働
時
間
規

制
破
棄
」
等
の
労
働
法
制
の

改
悪
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
り
、
特
に
将
来
問
題
と

な
る
の
は
、
｢
超
勤
縮
減
｣
の

名
の
下
、
忙
し
い
時
期
に
勤

務
時
間
を
長
く
し
、
時
間
が

空
く
時
に
勤
務
時
間
を
短
く

す
る
な
ど
の
措
置
が
執
ら
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
う
し
た

立
場
か
ら
｢
全
職
員
へ
の
強
制

は
行
わ
な
い
」
よ
う
要
求
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ユ
ニ
オ
ン
の
考
え
は
、

内
閣
人
事
局
を
動
か
し
｢
全
職

員
を
対
象
と
す
る
が
、
申
告

制
で
あ
る
こ
と
。
強
制
を
し

な
い
こ
と
｣
が
全
府
省
に
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
現
在
職
場
に
説
明

さ
れ
て
い
る
｢
制
度
｣
の
概
要

で
す
。
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４月よりフレックスタイム制導入

申告制･強制しないの徹底を
２
０
１
６
年
４
月
よ
り
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
｣が
職
場
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
の
「
『
取
り
組
み
指
針
』
で
は
、
導
入
の
目
的
と
し
て
『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実

に
よ
る
職
員
の
意
欲
や
士
気
の
向
上
』
、『
効
率
的
な
時
間
配
分
に
よ
る
超
過
勤
務
時
間
の
縮
減
』
な

ど
が
期
待
さ
れ
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
な
た
も

ユ
ニ
オ
ン
へ

民間職場での実態

労働基準法で運用されているフレッ
クスタイム制は、変形労働時間制の
一種で出退勤時間を個人に委ねるこ
とと引き替えに、1 日８時間・週４
０時間以内という労働時間規制を弾
力化して、1 ヶ月以内の一定の期間
の平均が法定時間内であれば、特定
の日や週については、いくら働かせ
ても違反とならず、超過勤務手当の
支払い義務が生じないという使用者
側の意図が色濃く反映した制度です。
そのため業務量の調整や労働時間

管理がしっかりできない場合は、長
時間・過密労働となりやすく、民間
の企業でも導入が進んでいないもの
であり、ワークライフバランスの手
段としては不適切であることが明ら
かになっています。



平
成
２
８
年
度
の
再
任
用

者
に
採
用
と
格
付
け
が
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
の
調
査
に
依
り

ま
す
と
、
管
理
職
経
験
の
あ

る
短
時
間
勤
務
者
全
員
が
ワ

ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
昇
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
副
所
長
ク

ラ
ス
が
｢
主
任
指
導
官
で
５
級

格
付
け
｣
、
課
長
･
出
張
所
長

ク
ラ
ス
で
｢
指
導
官
で
４
級
格

付
け
｣
と
な
っ
て
お
り
、
３
．

４
日
の
勤
務
日
数
に
関
係
な

く
｢
ポ
ス
ト
｣
に
よ
っ
て
格
付

け
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
調
査
で
平
成
２

８
年
度
短
時
間
勤
務
者
の
級

別
定
数
は
、
上
表
の
通
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
定
数
上
も
管
理
職

経
験
の
再
任
用
者
全
員
が
ワ

ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
可
能
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
の
｢
働
き
が
い
と

処
遇
改
善
｣
を
求
め
た
運
動
、

特
に
｢
希
望
者
全
員
を
フ
ル
再

任
用
に
せ
よ
｣
の
運
動
で
、
当

局
は
｢
定
員
事
情
｣
を
理
由
に

フ
ル
再
任
用
を
実
施
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
｢
閣
議
決
定
違
反
｣
｢
人
勧
無

視
｣
｢
定
員
事
情
の
矛
盾
｣
な
ど

を
追
及
さ
れ
る
中
、
職
場
内

外
へ
の
｢
当
局
の
主
張
の
取
り

繕
い
｣
と
し
て
短
時
間
勤
務
者

の
処
遇
改
善
に
踏
み
切
っ
た

結
果
、
こ
う
し
た
要
求
の
前

進
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。

ま
さ
に
、
ユ
ニ
オ
ン
の
粘

り
強
い
運
動
の
成
果
と
い
え

ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
引
き
続
き

｢
フ
ル
再
任
用
実
現
｣
に
向
け

て
の
運
動
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
一
般
職
員
に
つ
い

て
も
、
各
級
が
吹
き
抜
け
て

定
数
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
の
処
遇
改
善
が
実
現
し
て

い
ま
す
。

第
十

九
回
定
期
全
国
大
会
召

集

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
規
約
第
十
条
及
び

議
事
運
営
細
則
第
二
条
に
基
づ
き
、
第

十
九
回
定
期
全
国
大
会
を
召
集
し
ま
す

日
時

二
〇
一
六
年

五
月
二
八
日
（
土
）

五
月
二
九
日
（
日
）

場
所

豊
橋
市
神
野
新
田
町
ミ
ノ
割
１

ー
３

ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト

議
題

①
二
〇
一
五
年
度
運
動
の
総
括

及
び

二
〇
一
六
年
度
運
動
方
針
（
案
）

②
二
〇
一
六
年
度
財
政
方
針
（
案
）

③
二
〇
一
五
年
度
会
計
監
査
報
告

二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日

中
央
執
行
委
員
長

神
野

隆
司

二
〇
一
六
年
度
中
央
諸
役
員
の
立
候
補
受
付

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
二
〇
一

六
年
度
中
央
諸
役
員
の
選
出
を
お
こ
な

う
の
で
、
左
記
の
と
お
り
立
候
補
受
付

を
公
示
し
ま
す
。

一
、
役
員
と
定
数

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
規
約
第
二
四
条

に
よ
る

二
、
立
候
補
の
締
切
日

二
〇
一
六
年
五
月
二
九
日

三
、
選
挙

二
〇
一
六
年
五
月
二
九
日
に
大
会

代
議
員
の
投
票
に
よ
り
行
う

四
、
立
候
補
の
届
出

立
候
補
す
る
者
は
中
央
選
挙
管
理
委

員
長
宛
に
届
け
出
る
こ
と
。

届
出
先
は
国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本

部
ま
で
。

管
理
職
経
験
の

短
時
間
勤
務
再
任
用
全
員
が
一
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
昇
格
へ

ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
が
当
局
を
動
か
す

５級 ４級 ３級 ２級
在
職

５級 ４級 ３級 ２級

主任指導官 0 0 73
指導官 134 56 358
指導員 392 303 215
専門職 8 4
一般職員 216 13

平成２７・２８年度短時間勤務者級別定数
平成２７年度定数 平成２８年度定数

引
き
続
き
管
理
職
員
の

退
職
後
の
処
遇
改
善
も
追
求
し
ま
す

５級 ４級 ３級
フル勤務 288,500 273,400 254,000
４日勤務 230,800 218,700 203,200
３日勤務 173,100 164,000 152,400

平成28年度再任用者の俸給月額

短時間勤務の
３・４日勤務の選択も

また、今回の｢採用通知｣では、短
時間勤務日についても、本人の希望
した勤務日数がそのまま受け入れら
れています。

副所長以上全員
が再任用希望なし
の地整も

今回、副所長以上の役職にある全
職員が、再任用希望していない地整
もあります。


